
自分
ジブン

の気持ち
　キ　モ

にあうものをえらんび、□の中
ナカ

に○をかこんでください。

NO 質　　　　問 A B C D

1 学校生活がたのしいと思う。 72 22 2 4

2 自分から進んであいさつできたと思う。 42 50 7 0

3 水泳、持久走など、自分から進んでチャレンジしたと思う。 56 28 16 0

4 授業(じゅぎょう)がわかりやすいと思う。 65 34 1 0

5 友だちと協力し合ったり、助け合ったりしていると思う。 66 31 3 0

6 学級にいじめがないと思う。 19 39 32 9

7 先生は、一人一人をほめてくれると思う。 54 39 6 1

8 先生は、こまったことがあったら相談(そうだん)にのってくれる。 78 18 4 0

9 先生は、いけないことをしたときは、きちんと注意してくれる。 86 11 3 0

10 家庭(かてい)学習をしっかりやっていると思う。 37 57 6 0

11 朝食をいつもとっている。 84 10 6 0

12 テレビを見たり、ゲームをしたりする時間は   あわせて２時間以内である。 53 36 9 2

13 毎日、手伝いをしている。 40 43 15 2

14 本読み，読書は楽しいと思う。 56 31 10 3

15 今住んでいる地域(ちいき)の行事に  進んで参加(さんか)していると思う。 68 25 6 1

16 人の役(やく)に立つ人間になりたいと思う。 79 17 3 1

17 外国の人と友達になったり、外国のことをもっと知りたいと思う。 48 37 10 5

令和元年度  学校生活アンケート結果

（Ａ□：そう思う　Ｂ□：だいたいそう思う　Ｃ□：あまりそう思わない　Ｄ□：思わない）

１　児童のアンケート結果（３年生以上）

0 20 40 60 80 100

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

72 

42 

56 

65 

66 

19 

54 

78 

86 

37 

84 

53 

40 

56 

68 

79 

48 

22 

50 

28 

34 

31 

39 

39 

18 

11 

57 

10 

36 

43 

31 

25 

17 

37 

2 

7 

16 

1 

3 

32 

6 

4 

3 

6 

6 

9 

15 

10 

6 

3 

10 

4 

0 

0 

0 

0 

9 

1 

0 

0 

0 

0 

2 

2 

3 

1 

1 

5 

A B C D

学校だより  朝日町立宮宿小学校  校長 菊地 義昭 

かぼちゃっこ 
「笑顔きらきら・夢いっぱい・いきいきチャレンジ宮小っ子」 

 
 保護者ならびに地域の皆様には、常日頃から本校の教育にご理解とご協力をいただき誠にありがとうご
ざいます。本校の教育に対して、11 月に児童、保護者の皆様にアンケートを行いました。その結果につ
いて本紙面にてお知らせいたします。 

 これらの結果を踏まえ、子どもたちがつながり合い響き合いながらのびていく学校を経営の核として、

勢いのある教育活動を推進していきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(1) A 評価が多い項目について 

 

 

 

 

 

(2) Ａ評価が少ない項目について 

 

 

 

 

 

 

令和 2 年 

２月２９日 

No.１５ 

・８・９の評価が高く、児童と教師の信頼関係がうまく構築されています。児童の思いに耳を傾け、悪い行
いに対しては、なぜ悪いのか、どうすればよかったのかを考えさせながらさらに適切な指導に努めます。 

・１１の評価が高く、朝食をしっかり食べている様子がうかがえます。保護者の皆様のご理解のおかげで
す。ありがとうございます。 

・１６の評価が高く、自尊心が育ってきています。授業や生活の中で一人ひとりのよさを伸ばし、係活動や
委員会活動などで児童自らが、自分の思いを持って進んで取り組める場面を多く取り入れます。 

・６の評価が低く、いじめがあると感じている児童の割合が高くなっています。いじめのとらえ方が「けん
かやふざけ合いであっても、好意で行った行為でも、相手が苦痛に感じるものすべて」と捉えるため、児
童には厳しく見るように意識させています。相手意識を持たせ、悪口や意地悪など自分がされて嫌なこと
は相手にはしない気持ちを育てていきます。 

・１０の評価が低く、家庭での学習の充実を図る必要があります。特に上学年は、宿題のみにならず自主学
習に工夫して取り組めるように指導していきます。 

・２・１３の評価が低く、進んであいさつや手伝いができていないと感じています。学校・ＰＴＡ・家庭の
連携で児童が身に着けられるように取り組んでいきます。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(1) A 評価が多い項目について 

 

 

 

 

(2) Ａ評価が少ない項目について 

 

 

 

 

 

 

 

 

第３回 学校運営協議会 ２月２７日 

 

 

 

 

 

NO 内　　　　　　容 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

1 学校は教育方針をわかりやすく伝えている。 32 61 7 0

2
学校は、自他のいのちを大切にする心や人を思いやる心など、豊かな心を育
んでいる。 34 62 4 0

3
学校は、「わかる・できる授業」づくりと家庭学習の充実を通して、学習意
欲を高め、確かな学力の向上に努めている。 28 59 12 1

4
学校は、教科体育や学校行事の充実、健康と安全の指導の充実を図り、体
力・運動能力の向上、望ましい生活や食の習慣作りに努めている。 45 50 5 0

5
学校は、地域の自然や文化に学ぶ体験、人々との交流を通して、自分たちが
住む朝日町のよさや魅力を知り、ふるさとを愛する心を育んでいる。 63 36 1 0

6 学校は保護者や地域の願いを学校経営に反映させている。 19 70 11 0

7 子どもは学校へ行くのを楽しみにしている。 43 45 11 1

8 子どもは授業が楽しくわかりやすいと言っている。 21 58 19 3

9 子どもはどこでも進んであいさつができる。 17 49 34 0

10 学校は子どもの能力や努力を適切・公平に評価している。 25 65 9 0

11 学校はいじめのない学級づくりに取り組んでいる。 22 69 8 0

12 学校は子どものことについての相談に適切に応じてくれる。 34 55 10 1

13 学校は子どものまちがった行動にはきちんと指導してくれる。 36 59 5 0

14
学校は学校だよりを発行したり、保護者・地域が授業を参観する機会をつ
くったりして、積極的に学校の様子を知らせている。 48 50 2 0

15
学校は子どもがスポ少や地域の行事などに、積極的に参加できるよう奨励し
ている。 25 64 9 1

16 学校ではＰＴＡ活動が活発である。 30 62 8 0

17 学校の施設・設備は学習環境として整備されている。 26 65 9 0

　（Ａ：よくあてはまる　Ｂ：あてはまる　Ｃ：あまりあてはまらない　Ｄ：全くあてはまらない）

ご協力ありがとうございました。２　保護者の皆様からのアンケート結果　　　
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Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

・５の評価が高く、地域の自然や文化、ふるさとを愛する子どもの育成にご理解いただいています。今年度
は、コミュニティースクールを活かし、生活科・総合的な学習の時間を主としたカリキュラムの見直しを
図り、地域に出向いて学ぶ学習活動を全学年で取り組みました。今後も、子どもたちにつけたい資質・能
力を明確にして、地域素材を活かした授業づくりに努めていきます。 

・９はＡの評価が低くＤ評価が高いことから、進んであいさつは、うまくできていないことが表れていま
す。児童の評価も同様でした。あいさつする意味づけや当たり前のことであることなど、学年に応じた指
導に取り組みます。大人が手本となりあいさつしたり、あいさつした子どもを誉めてあげたり、学校・家
庭・地域と連携して、指導を行っていきます。 

・８はＡの評価が低くＤの評価が高いことから、授業は難しいと感じています。ＩＣＴ機器を活用したり、
学習形態を工夫したりして、分かった・できたという達成感があり、友達と関わり合いながら楽しく学ぶ
授業づくりを行っていきます。 

・６の評価が低く、保護者や地域の願いが学校経営に強く反映されていないことが表れています。保護者や
地域の方々の情報を得る機会を持ち、可能かどうか判断し反映したりお知らせしたりできるように努めて
いきます。 

下記のような話し合いが行われました。 
・地域学習、地域の先生の活用は地域の方々も喜んでいる。 
・外国人との関りとして、地域おこし協力員や農家民宿を活用

してはどうか。 
・あいさつは、高学年が恥ずかしがっているようだ。 
・下校時に、地域の方々からも子どもたちに声がけできれば。 
・「かぼちゃっこ見守り隊」の活動内容を検討し再編成しては

どうか。 


